
登録月分が

無料!

【個人賛助会員に対するサービスについて】

左のQRコードのセンターHPからご確認をお願いします。

▽ご記入いただいた個人情報は、各事業のご案内等に

利用させていただく場合があります。

▽セミナー中に撮影した写真はSNSやHPで使用する

場合がありますので、ご了承ください。

▽申込時点で、受講講座が確定となります。連絡なしの

ご欠席や開催３営業日前から当日の欠席連絡の場合は
返金いたしかねますので、ご了承ください。

ご確認ください！

【インターネットでお申込みの場合】

当センターHP(https://www.jcrd.jp/)の

お申込みフォームからお申込みください。

右のQRコードからもご確認できます。

【電子メール・FAXでお申込みをご希望の方へ】

下記の必要事項をご記入のうえ、電子メール

(seminar@jcrd.jp) または FAX（03-5202-0755）にて

お申込みください。

①氏名（フリガナ） ②住所 ③連絡先（電話番号）

④メールアドレス ⑤勤務先 ⑥所属・役職

⑦請求書の有無 ※有の場合、宛名及び送付先

⑧受講講座（番号） ※複数回の選択も可能です。

お申込み

※1講座5,000円、5講座10,000円で受講できます（6講座目からは1講座2,000円）。

※プレミアム、プラチナ、シルバー会員の方は無料となります。
※時間や登壇者等は今後変更する可能性があります。

講座 日 時 テーマ 講師 ポイント

① 5/31(水)
14:00～15:40

事業承継
～持続可能な地域にしていくために～

株式会社ライトライト
代表取締役 齋藤 隆太 氏

後継者不足と地域の担い手づくりを
解決し、移住促進にもつながる取組に
ついて解説します。

② 6/21(水)
15:00～16:30

メタバースによる
地域創生の可能性

大日本印刷株式会社
ABセンター XRコミュニケーション
事業開発ユニット ビジネス推進部

第1グループ リーダー

山川 祐吾 氏

観光や教育、イベント等の幅広い分
野での活用が期待されるメタバースに
ついて、実践事例から自治体での活用
方法について考えます。

③ 7/5(水）

16:00～17:30

ブロックチェーンを活用した
これからの自治体運営

株式会社chaintope 代表取締役
九州工業大学客員教授

正田 英樹 氏

WEB3.0を実現するために必要なブ
ロックチェーン技術が自治体の仕事や
地域がどのような変化をもたらすかを
実践事例から学びます。

④ 7/26(水)
16:00～17:30

日本郵便との連携
日本郵便株式会社
地方創生推進部

日本郵便のネットワークを生かした
地域活性化の取組から、郵便局との連
携について考えます。

⑤ 8/23(水)
16:00～17:20

コミュニティFM

一般社団法人日本コミュニティ
放送協会 代表理事

FM小田原株式会社 代表取締役
鈴木 伸幸 氏

行政情報や独自の地元情報を発信す
るだけではなく、地域密着の事業を展
開するコミュニティFMの現状と今後
の将来性について学びます。

⑥ 9/6(水)
13:30～15:30

地域経済循環分析の基礎知識
一般財団法人

地域活性化センター
常務理事 川住 昌光

RESAS等を活用し、地域経済循環分
析の基礎知識や考え方をわかりやすく
解説します。

⑦ 10/11(水)
15:00～16:40

ローカルスタートアップ支援
～地方から始めるこれからの未来～

総務省 地域力創造グループ
地域政策課

産学金官の連携により、地域資源と
資金を活用して、地域課題を地域企業
が解決する仕組みについて学びます。

⑧ 11/8(水)
15:00～17:00

エシカル消費

公益財団法人 消費者教育支援セ
ンター 理事・首席主任研究員
法政大学大学院政策創造研究科

准教授 柿野 成美 氏
消費者庁 消費者教育推進課

（予定）

SDGsのゴール12（つくる責任つか
う責任）に関連するエシカル消費の考
え方や取組について学びます。

⑨ 12/6(水)
15:00～16:30

Park-PFIがもたらす賑わいの創出
～都市公園から地域活性化をするために～

一般財団法人公園財団
常務理事 町田 誠 氏

民間の力を活かし、都市公園から地
域の賑わいを生み出すためのPark-PFI
制度の活用方策について解説します。

⑩ 1/17(水)
15:00～16:30

行政人事戦略の変革。
外部人材の登用最前線！！

サイボウズ株式会社
営業本部 営業戦略部
公共グループリーダー

蒲原 大輔 氏

企業や他の自治体で培ったスキルや
ノウハウを持つ外部人材を、職員とし
て登用する効果や手法及び活用方法に
ついて学びます。

講 座 一 覧
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